[bookmark: _GoBack]別記第６号様式（第４条の６関係）


　　特定毒物研究者許可申請書
	申請者の欠格事項
	(1)
	法第19条第4項の規定により許可を取り消されたこと
	　

	
	(2)
	毒物若しくは劇物又は薬事に関する罪を犯し、又は罰金以上の刑に処せられたこと
	　

	



主たる研究所の所在地


及び名称 (フリガナ)
	〒　　　　―

仙台市　　　　区






	
	TEL　　 （　　　　）　　　　　FAX　　　（　　　　）　　　　

	特定毒物を必要とする研究事項及び使用する特定毒物の品目
	別紙[１]のとおり

	備考
	
主たる研究所の設備概要は別紙[２]のとおり




・許可希望日　　　　　年　　　月　　　日


上記により、特定毒物研究者の許可を申請します。



    年    月    日
                             住所　〒　　　　―


                          
                             氏名 (フリガナ)


                                                 TEL  　　  （      ）  
 （あて先）　仙台市保健所長   
（注意）
1　用紙の大きさは、Ａ４とすること。
2　字は、墨、インク等を用い、楷書ではつきりと書くこと。
3　申請者の欠格事項の(1)欄及び(2)欄には、当該事実がないときは「なし」と記載し、あるときは、(1)欄にあつてはその理由及び年月日を、(2)欄にあつてはその罪、刑、刑の確定年月日及びその執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた場合はその年月日を記載すること。







※添付書類確認用
□　０１　　特定毒物を必要とする研究事項及び使用する特定毒物の品目　別紙[１]
□　０２　　特定毒物研究者　主たる研究所の設備概要　別紙[２]
□　０３　　履歴書
□　０４　　誓約書
□　０５　　診断書
□　０６　　毒物に関し相当の知識を有していることを証する書類
（薬剤師免許証、該当学科の修了証書等。原本とその写し）











